LIPER公共図書館班2004年度活動報告書

メンバー

小田光宏（研究分担者）

大谷康晴，大庭一郎，野末俊比古（以上，研究協力者）

 1 公共図書館職員対象調査の実施

1.1　調査概要

　2003年度に決定した方針に基づき，図書館情報学教育のあり方の検討に向けて，「公共図書館の職員は，図書館職員に必要な知識・技術をどのようにとらえているか」という，意識を把握することを目指し，質問紙調査を実施した。調査概要は，次のとおりである。

調査時期：2004年9月3日～10月20日 

調査方法：質問紙（郵送）による標本調査 

調査対象：『日本の図書館』（日本図書館協会）掲載の公立図書館から，人口規模別に系統抽出した175自治体の図書館に勤務する職員（「常勤」または「常勤相当の非常勤職員等（週40時間勤務）」） 

1.2　調査項目

　調査票は，下記の4部からなる。調査票は，2003年度に実施した予備調査の結果に基づいて設計している。

フェイスシート 

公共図書館職員に必要と思われる知識・技術（領域）の重要性 

(2)において重要と回答した知識・技術（領域）の修得機会 

自由記述 

　なお，(2)と(3)については，下記の知識・技術（領域）を挙げて，回答を求めている。

［図書館運営に直接、関わる知識・技術］

　ア　資料組織（目録・分類）

　イ　レファレンスサービス

　ウ　資料選択・蔵書構築

　エ　図書館資料（図書・雑誌・視聴覚資料など）

　オ　図書館協力・ネットワーク（相互貸借など）

　カ　貸出サービス

　キ　情報検索（オンライン・オフライン）

　ク　図書館の自由

　ケ　児童サービス

　コ　障害者サービス

　サ　多文化サービス

　シ　図書館関係法規・基準

　ス　図書館史

　セ　図書館の機械化

　ソ　電子情報の組織化・提供（資料の電子化・リンク集作成・eレファレンスなど）

　タ　集会活動

　チ　その他

［図書館運営において背景となる知識・技術］

　ツ　コンピュータ・インターネットの利用（操作・管理）

　テ　地方公共団体の行財政

　ト　著作権（知的財産権）

　ナ　社会教育・生涯学習

　ニ　情報公開

　ヌ　個人情報保護（プライバシー）

　ネ　書誌学

　ノ　出版流通

　ハ　接遇

　ヒ　経営管理（人事・組織・財務など）

　フ　社会調査・統計学

　ヘ　その他

［図書館運営において必要な基礎教養的な知識］

　ホ　人文科学分野の主題知識

　マ　社会科学分野の主題知識

　ミ　自然科学分野の主題知識

　ム　その他

［その他、必要な知識・技術］

　メ　その他

1.3　回収状況

　回収状況は，次のとおりである。

発送図書館（自治体）数：175 

回答図書館（自治体）数：120（回収率：68.6%） 

回答（者）数：1,266 

有効回答（者）数：1,266 

1.4　集計・分析結果

　集計・分析結果については，2005年度に，いくつかの観点及び局面に分けて，口頭発表を行うとともに，論文もしくは研究ノートとして著す予定である。

 2　調査結果に対する有識者ヒアリングの実施

2.1　趣旨

　1に記した質問紙調査の結果に対する意見ならびに有効性を確認するために，過去10年間に図書館情報学教育に対する発言もしくは研究を行なっている教員，あるいは，図書館情報学教育に精通している教員を選び，ヒアリング（聴き取り調査）を実施した。ヒアリングにあたっては，所属大学における教育実践に基づく見解ではなく，広く日本の図書館情報学教育に対する認識を述べてもらうよう依頼した。

2.2　ヒアリング実施状況

　下記の対象者に実施した。

　　柴田正美氏（帝塚山大学）　　2004年12月3日（金）

　　佐藤允昭氏（別府大学）　　　2004年12月20日（月）

　　福永義臣氏（九州国際大学）　2004年12月21日（火）

　　高山正也氏（慶應義塾大学）　2004年12月25日（土）

　　北　克一氏（大阪市立大学）　2005年1月17日（月）

　　山本　進氏（愛知淑徳大学）　2005年1月18日（火）

　　植松貞夫氏（筑波大学）　　　2005年2月7日（月）

　　石井啓豊氏（筑波大学）　　　2005年2月7日（月）

　　斎藤文男氏（富士大学）　　　2005年2月16日（水）

2.3　ヒアリング結果の分析

　ヒアリングの結果に対する分析に関しては，2005年度に，口頭発表を行う予定である。

 3　研究会の開催

　上記の活動を進めるために，公共班では，ほぼ1か月に1度の割合で研究会を開催した。開催日時とその主たる検討内容は，下記に記すとおりである。

　第1回研究会　　2004年6月2日(水)18:30-20:30

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG801号室）

　　　・2004年度の研究計画の確認

　　　・8月以降実施予定の調査計画の概要決定

　第2回研究会　　2004年6月26日(土)10:00-12:30

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・8月以降実施予定の調査計画の詳細討議

　第3回研究会　　2004年7月20日(火)10:30-14:00

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・8月以降実施予定の調査計画の変更

　　　・対象図書館のサンプリング作業

　第4回研究会　　2004年8月20日(金)11:00-15:00

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・8月実施の予備調査の結果検討

　　　・9月実施の本調査の詳細決定

　第5回研究会　　2004年10月2日(土)16:00-19:00

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・本調査の実施状況の確認

　　　・シンポジウムの結果に基づく今後の計画策定

　第6回研究会　　2004年11月2日(火)17:00-19:30

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・本調査の集計結果の確認

　　　・集計に対するヒアリング調査の計画策定

　第7回研究会　　2004年11月20日(土)11:00-13:30

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・本調査の集計結果の確認（再確認）

　　　・集計に対するヒアリング調査の計画策定（最終確認）

　第8回研究会　　2005年1月8日(土)11:00-14:00

　　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

　　　・柴田正美，佐藤允昭，福永義臣，高山正也各氏に対するヒアリング調査の状況報告

　　　・調査結果の発表に関する検討

　第9回研究会　　2005年2月6日(日)14:00-18:00

　　（筑波大学春日キャンパス　B131共同研究室）

　　　・北克一，山本進の両氏に対するヒアリング調査の状況報告

　　　・調査結果の発表に関する検討（継続）

　　　・2005年度の研究計画の検討
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